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着⾐による活動量測定システム”hitoeシステム”の活⽤可能性

【背景】医療やリハビリテーションにおける治療効果判定においては、検査所⾒等による直
接的な評価とともに、その治療によって得られる⽇常⽣活活動（ADL）の能⼒の評価も重
要です。活動モニタリングは、そのADLの客観的評価⼿段の⼀つとして注⽬されています。
我々は、現在NTTおよび東レ株式会社とともに、”Smart clothing”システム（着⾐による
⽣体モニタリングシステム）の⼀つであるhitoeシステムの開発とそれを⽤いた活動モニタ
リングの臨床導⼊を⾏っているため紹介します。

【提供するシーズ】⽣体機能性素材”hitoe”は、⼼拍数・⼼電波形などのバイタルデータを
⻑期にわたって計測可能とする素材であり、我々はNTT株式会社および東レ株式会社と共
同で、この”hitoe”を⽤いたリハビリテーション患者向け活動モニタリングシステムの開発
に取り組んできました。このシステムは、電極を内蔵したhitoe ウェア、データの転送を⾏
うhitoeトランスミッターおよびスマートフォンアプリケーションからなっており、電極か
ら得られる⼼電図波形を元に、⼼拍数を計測することができます。また、トランスミッター
の中には加速度計が内蔵されており、トランスミッターの傾きから姿勢情報（臥位もしくは
それ以外）を判定したり、物理的な活動量の計測を⾏ったりすることが可能です。
我々はこれまでに、hitoeシステムを⽤いて⼼拍に基づく運動強度測定や加速度計を⽤いた
活動量計測の指標作成と妥当性の検証、活動効率推定⼿法の開発を⾏うとともに、回復期病
棟に⼊院した患者を対象に200名以上、延べ1,000件以上の計測を実施し、測定指標とADL
の臨床スケールとの⾼い相関、ADL改善の予測への応⽤を報告してきました。また測定結果
を患者にフィードバックし、活動の向上を促す仕組みの開発にも取り組んできました。
着⾐により簡便に⼀⽇中活動量を測定することが可能であり、急性期病棟においても、医療
によるADL向上を⽰す客観的な⼿段として広く活⽤の可能性があります。
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